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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体が載置される天板を挿入するための開口部が設けられた筐体と、前記開口部を挟
むように対向配置されたＸ線管球及びＸ線検出器が設けられ、前記開口部の回りを回転可
能に前記筐体の内部に収納された回転体とを有し、前記回転体の外面と当該外面に対向す
る前記筐体の内面との少なくとも一方に凹凸部が設けられたＸ線ＣＴ用の架台装置におい
て、
　前記凹凸部の凹部を塞ぐように配置された閉塞部材を有し、
　前記閉塞部材は、前記筐体または前記回転体の材料より軽く且つ薄い材料、又は、前記
筐体または前記回転体の材料より軽いまたは薄い材料により、前記凹部の周縁部と滑らか
に連続するように形成される
　ことを特徴とするＸ線ＣＴ用の架台装置。
【請求項２】
　前記凹部は、軽量化用の貫通孔を有することを特徴とする請求項１に記載のＸ線ＣＴ用
の架台装置。
【請求項３】
　前記回転体は、回転中心を筒軸とする円筒部を有し、
　前記凹部は、前記円筒部の内壁に円周方向に並べられた前記Ｘ線管球及び前記Ｘ線検出
器を含む複数の機器において、前記円周方向で隣接する前記機器の間の隙間を含むことを
特徴とする請求項１に記載のＸ線ＣＴ用の架台装置。
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【請求項４】
　前記閉塞部材は、前記凹部を覆うように配置されることを特徴とする請求項１に記載の
Ｘ線ＣＴ用の架台装置。
【請求項５】
　前記閉塞部材は、前記回転体、前記筐体及び前記機器のいずれかに取り付けられる被固
定部を有し、
　前記被固定部は、前記凹部を塞ぐための本体と一体または別体に形成されている
　ことを特徴とする請求項３に記載のＸ線ＣＴ用の架台装置。
【請求項６】
　前記閉塞部材は、ハットチャンネルの断面形状に形成され、両脚部及び頂部を有し、
　前記両脚部は、前記貫通孔の周縁部の裏面側に固定され、
　前記頂部は、前記貫通孔の周縁部の表面側に連続する
　ことを特徴とする請求項２に記載のＸ線ＣＴ用の架台装置。
【請求項７】
　前記閉塞部材の外周部は、外周に沿うように設けられた凸条部または溝の一方を有し、
　前記凹部の内周部は、内周に沿うように設けられた前記凸条部または前記溝の他方を有
し、
　前記閉塞部材は、前記凸条部が前記溝に係合することにより、前記凹部に装着されるこ
とを特徴とする請求項１に記載のＸ線ＣＴ用の架台装置。
【請求項８】
　前記閉塞部材は、前記凹部に充填するように配置されことを特徴とする請求項１に記載
のＸ線ＣＴ用の架台装置。
【請求項９】
　前記凹部に充填される材料は、ゴム充填剤、シリコン充填剤、エポキシ充填剤、及び、
発泡充填剤のいずれか一つまたは二以上を組み合わせたものであることを特徴とする請求
項８に記載のＸ線ＣＴ用の架台装置。
【請求項１０】
　前記凹部は、架台に設けられ、前記Ｘ線管球からの熱を前記架台の外部へ通すための連
通口であり、
　前記閉塞部材は、前記連通口を開閉するルーバーである
　ことを特徴とする請求項１に記載のＸ線ＣＴ用の架台装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、Ｘ線ＣＴ用の架台装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、Ｘ線ＣＴ装置は、Ｘ線管球から照射され、被検者を透過したＸ線をＸ線検出器で
検出し、検出された結果に基づき画像を再構成することによりＸ線断層画像を得る。
【０００３】
　Ｘ線管球及びＸ線検出器は、体軸を間にして対向配置され、回転体の内部に設けられて
いる。回転体は体軸を中心にして回転するように架台の内部に収納されている。Ｘ線管球
の近傍には、Ｘ線管球からの熱を放熱するための放熱器が配置されている。回転体には通
気口が設けられている。また、架台には通気口に対応して連通口が設けられ、連通口がダ
クトを介して架台の外部に通じている。それにより、放熱器からの熱が通気口、連通口、
及びダクトを介して架台の外部に通される。
【０００４】
　Ｘ線ＣＴ装置において、固定部及び回転部の少なくとも一方に円筒状カバーを設けるこ
とにより、回転体を回転させたときに生じる風切り音を低減することができるものがある
（特許文献１）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－４７４４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載された技術では、円筒状カバーにより通気口及び連通
口が塞がれてしまうため、放熱器からの熱を回転部の外部に通し難くなり、Ｘ線管球を十
分に放熱することができないという問題点があった。
【０００７】
　この実施形態は、上記の問題を解決するものであり、Ｘ線管球からの熱を十分に放熱し
た上で、風切り音を低減することが可能なＸ線ＣＴ用の架台装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、実施形態の架台装置は、被検体が載置される天板を挿入す
るための開口部が設けられた筐体と、前記開口部を挟むように対向配置されたＸ線管球及
びＸ線検出器が設けられ、前記開口部の回りを回転可能に筐体の内部に収納された回転体
とを有し、回転体の外面とそれに対向する筐体の内面との少なくとも一方に凹凸部が設け
られ、凹凸部の凹部を塞ぐように配置された閉塞部材を有し、前記閉塞部材は、前記筐体
または前記回転体の材料より軽く且つ薄い材料、又は、前記筐体または前記回転体の材料
より軽いまたは薄い材料により、前記凹部の周縁部と滑らかに連続するように形成される
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施形態に係るＸ線ＣＴ装置のブロック図。
【図２】Ｘ線ＣＴ装置の正面図。
【図３】Ｘ線ＣＴ装置を斜め後方から見たときの斜視図。
【図４】環状回転体を模式的に示す正面図。
【図５】環状回転体の部分断面図。
【図６】防音構造の断面図。
【図７】床面とカバーとの間の間隙を塞ぐように配置された弾性部材の断面図。
【図８】第２の実施形態に係るＸ線ＣＴ装置を模式的に示した正面図。
【図９】第３の実施形態に係る環状回転体の部分断面図。
【図１０】第４の実施形態に係る環状回転体の部分断面図。
【図１１】第５の実施形態において、通気口を閉じたときの架台を模式的に示す図。
【図１２】第５の実施形態において、通気口を開いたときの架台を模式的に示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
［第１の実施形態］
　このＸ線ＣＴ用の架台装置の第１の実施形態について、図１～図３を参照して説明する
。図１はＸ線ＣＴ装置のブロック図、図２はＸ線ＣＴ装置の正面図、図３はＸ線ＣＴ装置
を斜め後方から見たときの斜視図である。
【００１１】
　図１～図３に示すように、Ｘ線ＣＴ装置としては、医用診断に用いるＸ線ＣＴ装置を例
に示している。Ｘ線ＣＴ装置１０は、架台１１、環状回転体１２、回転機構（図示省略）
、カバー１６、冷却手段４０、及びダクト４５を有している。架台１１及びカバー１６を
筐体という場合がある。また、架台１１及び環状回転体１２を架台装置という場合がある
。
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【００１２】
（架台）
　架台１１の内部には、環状回転体１２及び回転機構（図示省略）が設けられている。環
状回転体１２は、回転機構によって回転する。環状回転体１２は、回転中心を筒軸とする
円筒部１２３、並びに、回転中心（筒軸）に直交する正面壁１２４及び背面壁１２５を有
している。
【００１３】
（環状回転体）
　環状回転体１２の内部には、Ｘ線管球１７、Ｘ線検出器１８、放熱器２６、電源２７、
及び、バランサ２８等を含む機器が設けられている。これらの機器は、円筒部１２３の内
面に支持されている。架台１１及び環状回転体１２の中心部には、寝台７０の天板７１に
載置された被検者Ｐを前方から挿入するための開口部１５が設けられている。
【００１４】
　また、環状回転体１２には、スリップリング２２とＸ線制御部２４が設けられ、固定部
２３には架台制御部２５が設けられている。
【００１５】
（カバー）
　カバー１６は、架台１１および環状回転体１２を覆うように形成されている。ここで、
環状回転体１２の前方、後方、両側方、上方、及び下方に配置されている架台１１の部位
を、前面部、後面部、側面部、天井部及び底部という場合がある。また、左右方向（両側
方向）、上下方向（高さ方向）、及び、体軸方向（前後方向）をＸ軸方向、Ｙ軸方向、及
び、Ｚ軸方向という場合がある。なお、架台１１の後面部をフレーム１３という場合があ
る。
【００１６】
　また、図２及び図３において、環状回転体１２の前方及び後方をＺ１及びＺ２で示し、
さらに、環状回転体１２の右側方及び左側方をＸ１及びＸ２で示し、さらに、環状回転体
１２の上方及び下方をＹ１及びＹ２で示す。
【００１７】
　図２及び図３に示すように、カバー１６は、架台１１の底部を覆う底カバー１６１と、
架台１１の前面部を覆う前カバー１６２と、架台１１の後面部を覆う後カバー１６３と、
架台１１の天井部を覆う天井カバー１６４と、架台１１の側面部を覆う側面カバー１６５
とを有している。
【００１８】
　前カバー１６２は筒口前部１６２ａを有している。筒口前部１６２ａは、筒状に形成さ
れ、開口部１５の略前半分をＺ軸方向（体軸方向）から覆うように開口部１５に前方から
嵌め込まれている。
【００１９】
　後カバー１６３は筒口後部１６３ａを有している。筒口後部１６３ａは、筒状に形成さ
れ、開口部１５の略後半分をＺ軸方向から覆うように開口部１５に後方から嵌め込まれて
いる。筒口前部１６２ａ及び筒口後部１６３ａにより筒側部が構成されている。
【００２０】
　後カバー１６３の上部には、後述する放熱器２６からの熱をカバー１６の外部に放出す
るための排気口１６３ｂが設けられている。排気口１６３ｂは、図２及び図３に示す１２
時の位置に設けられている。放熱器２６からの熱はカバー１６内部で上昇するために、後
カバー１６３の上部に設けられた排気口１６３ｂから効率よく熱を放出することが可能と
なる。排気口１６３ｂを通してＸ線ＣＴ装置の正面側に伝わるカバー１６内部からの騒音
は、前カバー１６２や底カバー１６１の前面部に排気口１６３ｂが設けられたときに比較
して、低減される。
【００２１】
　放熱器２６からの熱を効率よく放出するため、排気口１６３ｂは、カバー１６の上部に
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もうけられていればよい。例えば、排気口１６３ｂは天井カバー１６４に設けられてもよ
い。
【００２２】
　後述するダクト４５の一部は後カバー１６３により覆われている。また、後述するファ
ン４１及びダクト４５の他の部分は、側面カバー１６５により覆われている。なお、ファ
ン４１及びダクト４５の他の部分は、他のカバー１６、例えば、天井カバー１６４により
覆われてもよい。
【００２３】
（Ｘ線管球等）
　Ｘ線管球１７とＸ線検出器１８とは、開口部１５を中心にして対向して配置されている
。Ｘ線管球１７から被検者Ｐに対してＸ線が曝射される。被検者Ｐを透過したＸ線はＸ線
検出器１８で検出されて電気信号に変換される。電気信号は、データ収集部（ＤＡＳ）１
９で増幅され、デジタルデータに変換される。
【００２４】
　Ｘ線検出器１８は、例えばシンチレータアレイ、フォトダイオードアレイから成る複数
の検出素子アレイを含み、Ｘ線管球１７の焦点を中心とした円弧に沿って配列される。ま
たＤＡＳ１９からのデジタルデータ（投影データ）は、データ伝送部２０を介してコンソ
ール２１に伝送される。
【００２５】
　データ伝送部２０は、環状回転体１２からコンソール２１へ投影データを非接触で伝送
するものであり、環状回転体１２側に設けた送信部２０１と、架台１１の固定部２３に設
けた受信部２０２を含み、受信部２０２で受信したデータをコンソール２１に供給する。
なお、送信部２０１は、円環状の回転体に取り付けられ、受信部２０２は円環状の固定体
に取り付けられている。
【００２６】
（コンソール）
　コンソール２１は、コンピュータシステムを構成するものであり、データ伝送部２０か
らの投影データが前処理部３１に供給される。前処理部３１では投影データに対してデー
タ補正等の前処理を行いバスライン３２上に出力する。
【００２７】
　バスライン３２には、システム制御部３３、入力部３４、データ記憶部３５、再構成処
理部３６、データ処理部３７、表示部３８等が接続され、システム制御部３３には、高電
圧発生部３９が接続されている。
【００２８】
　システム制御部３３はホストコントローラとして機能し、コンソール２１の各部の動作
や、架台制御部２５及び高電圧発生部３９を制御する。データ記憶部３５は断層画像等の
データを記憶するものであり、再構成処理部３６は投影データから３Ｄ画像データを再構
成する。データ処理部３７は、データ記憶部３５に保存された画像データまたは再構成し
たあとの画像データを処理する。表示部３８は画像データ処理によって得られた画像等を
表示する。
【００２９】
　入力部３４はキーボード、マウス等を有し、ユーザ（医師、オペレータ等）によって操
作され、データ処理する上で各種の設定を行う。また被検者の状態や検査方法等の各種情
報を入力するものである。
【００３０】
　高電圧発生部３９は、スリップリング２２を介してＸ線制御部２４を制御し、Ｘ線管球
１７に電源２７から電力を供給し、Ｘ線の曝射に必要な電力（管電圧、管電流）を与える
。Ｘ線管球１７は、被検者Ｐの体軸方向に平行なスライス方向と、それに直交するチャン
ネル方向の２方向に広がるビームＸ線を発生する。ビームＸ線のスライス方向の広がり角
をコーン角、チャンネル方向の広がり角をファン角という場合がある。
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【００３１】
　冷却手段４０は、Ｘ線管球１７を冷却するもので、ファン４１を有している。ファン４
１は、放熱器２６の近傍に配置され、放熱器２６からの熱を、通気口１２２及び連通口１
１２（図４及び図８参照）に通してダクト４５に送り出すものである。ダクト４５は、架
台１１とカバー１６との間に配置され、ファン４１からの排気を受けて排気口１６３ｂに
導くものである。
【００３２】
　カバー内部からの騒音としては、ファン４１が回転しているときの風切り音及びそれを
駆動するモータの音が含まれる。さらに、環状回転体１２が回転したときに生じる風切り
音が含まれる。
【００３３】
〔防音構造〕
　以上に、Ｘ線ＣＴ装置の基本的な構成について説明した。
　次に、カバー１６内部からの騒音を低減するための防音構造を有する架台装置について
図４及び図５を参照して説明する。図４は環状回転体１２を模式的に示す正面図である。
【００３４】
　架台装置において、環状回転体１２の外面とそれに対向する筐体の内面とは互いに対向
している。ここで、環状回転体１２の外面とは、円筒部１２３の外面、正面壁１２４の外
面、背面壁１２５の外面を含み、さらに、円筒部１２３の内面に設けられた機器の外面を
含む。それに対向する筐体の内面とは、環状回転体１２の外面に対向する架台１１の内面
及びカバー１６の内面を含む。
【００３５】
　互いに対向する環状回転体１２の外面と筐体の内面との少なくとも一方には凹凸部が設
けられている。凹凸部には、円筒部１２３の内面に設けられた機器の外面を含む。凹凸部
の凹部１４を塞ぐように閉塞部材５０が配置されている。
【００３６】
　凹部１４として環状回転体１２に設けられた通気口１２２があるが、通気口１２２は、
閉塞部材５０によって塞がれると、Ｘ線管球からの熱を十分に放熱することができないお
それがあるため、閉塞部材５０によって塞がれる対象としていない。
【００３７】
　閉塞部材５０により塞がれる凹部１４の一例としては、環状回転体１２の外面（円筒部
１２３、正面壁１２４、及び、背面壁１２５）に設けられた軽量化用の貫通孔１４１があ
る。閉塞部材５０により塞がれる貫通孔１４１を図４に示す。軽量化用の貫通孔１４１は
、例えば、３００ｍｍ×４００ｍｍの略矩形状の開口を有している。開口の角部には、例
えば、半径１０ｍｍの丸みが施されている。
【００３８】
　閉塞部材５０により塞がれる凹部１４としては、環状回転体１２の外面に限らず、筐体
の内面であってもよい。以下の実施形態においても同様である。
【００３９】
（軽量化用の貫通孔を閉塞部材で塞いだ防音構造）
　貫通孔１４１を塞ぐように配置された閉塞部材５０について図４及び図５を参照して説
明する。図５は環状回転体１２の部分断面図である。なお、以下に、閉塞部材５０により
塞がれる凹部１４として貫通孔１４１を挙げて説明するが、Ｘ線管球からの熱を放熱する
ことに支障がなければ、貫通孔１４１以外の凹部１４を閉塞部材５０により塞ぐようにし
てもよい。
【００４０】
　閉塞部材５０は、貫通孔１４１を塞ぐための本体と、環状回転体１２に取り付けられる
被固定部を有している。被固定部は、本体と一体または別体に形成されている。なお、被
固定部は、環状回転体１２に限らず、筐体（架台１１及びカバー１６）または機器（電源
２７、バランサ２８等）に取り付けられてもよい。
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【００４１】
　閉塞部材５０は、凹部１４が設けられるが筐体及び／または環状回転体１２の材料より
軽い及び／または薄い材料が用いられる。図５に示すように、閉塞部材５０は、略ハット
チャンネルの断面形状に形成され、両脚部５１及び頂部５２を有している。閉塞部材５０
には、防錆処理が施された厚さ０．８ｍｍの鉄製の平板が用いられている。両脚部５１は
、リベット５３により貫通孔１４１の周縁部１４２の裏面側に固定されている。また、頂
部５２は、貫通孔１４１の周縁部１４２の表面側に滑らかに連続するように形成されてい
る。
【００４２】
　頂部５２の表面及び貫通孔１４１の周縁部１４２の表面により、筐体の内面と対向する
環状回転体１２の外面（円筒部１２３の外面）の一部が構成されている。頂部５２の表面
は、周方向において、円筒部１２３の外面と同じ曲率を有している。
【００４３】
　リベット５３の頭部５４は、環状回転体１２の外面とは反対の方向へ突出していて、環
状回転体１２の外面の滑らかさを阻害しない。それにより、環状回転体１２の回転時に貫
通孔１４１で生じる風切り音を低減することが可能となる。さらに、回転速度を向上させ
、回転を安定化させることが可能となる。
【００４４】
（Ｘ線透過口を防音部材により塞いだ防音構造）
　以上に閉塞部材５０による防音構造について説明した。次に、防音部材による防音構造
について図６を参照して説明する。図６は、一つの防音部材により構成された防音構造の
断面図である。図６では、開口部１５を体軸１２１の方向（Ｚ軸方向）に沿って切断した
ときの断面図を示している。
【００４５】
　図６に示すように、前カバー１６２の筒口前部１６２ａの後端部１６２ｄと後カバー１
６３の筒口後部１６３ａの前端部１６３ｄとの間にはＸ線を通すためのＸ線透過口Ｓ１が
形成されている。Ｘ線透過口Ｓ１の周方向の幅は、ビームＸ線のファン角に対応した大き
さになっている。また、Ｘ線透過口Ｓ１のＺ軸方向の幅は、ビームＸ線のコーン角に対応
した大きさになっている。
【００４６】
　図６に示すように、Ｘ線透過口Ｓ１はシート状の防音部材６１により塞がれている。そ
れにより、被検体が環状回転体１２に触れないように安全性を確保することが可能となる
。さらに、血液や造影剤が環状回転体１２の内部へ進入するのを防止することが可能とな
る。さらに、カバー１６内部からの騒音が外部に漏れるのを防止することが可能となる。
【００４７】
　防音部材６１は、音響透過損失の大きな材料であって、Ｘ線及びマーキングのためのレ
ーザに対し透過率の良い薄いフィルム状の材料により構成されている。それにより、Ｘ線
撮影により取得される画像の画質の低下を抑えることが可能となる。
【００４８】
　防音部材６１の種類としては、音のエネルギーの一部が熱のエネルギーに変換され、反
射音を小さくする吸音部材と、入射する音を反射、屈折する性質を有する音響反射部材と
を含む。
【００４９】
　吸音部材の例としては、小さな穴がたくさんあいている繊維状のものやスポンジ状のも
のであって、吸音部材に用いられる材料の代表例として、グラスウールやウレタンなどの
多孔質材料が用いられることが好ましい。
【００５０】
　この実施形態では、防音部材６１として、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥ
Ｔ）が用いられている。ＰＥＴとしてマイラー（登録商標）が用いられことが好ましい。
防音部材６１の厚さは、０．５［ｍｍ］～１．０［ｍｍ］であることが好ましい。
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【００５１】
（床面とカバーとの間の隙間を弾性部材により塞いだ防音構造）
　以上に閉塞部材５０及び防音部材６１による防音構造について説明した。次に、弾性部
材６５による防音構造ついて図１、図３及び図７を参照して説明する。図７は、床面Ｆと
カバー１６との間の間隙Ｓ２を塞ぐように配置された弾性部材の断面図である。
【００５２】
　図１、図３及び図７に示すように、Ｘ線ＣＴ装置の設置場所（床面Ｆ）と底カバー１６
１の下縁との間には間隙Ｓ２が設けられている。間隙Ｓ２にはバラツキがある。バラツキ
は、カバー１６の製品精度及び組立精度に起因するため、間隙Ｓ２をなくすことは難しい
。その間隙Ｓ２を通って、カバー１６内部からの騒音が外部に漏れる。一方、底カバー１
６１の下縁が床面Ｆに当たっていると、運転時の振動により異音が発生する。
【００５３】
　弾性部材６５は、弾性を有する材料（例えば、樹脂製ゴム）により帯状に形成されてい
る。弾性部材６５の一方の側縁６５１が底カバー１６１の下縁に沿って装着されている。
弾性部材６５の他方の側縁６５２が床面Ｆに当たって底カバー１６１の内側（図７に示す
ＩＮの方向）へ撓むことにより、その復元力で床面Ｆに弾撥的に当接している。それによ
り、間隙Ｓ２を無くすことが可能となる。
【００５４】
　弾性部材６５により間隙Ｓ２が塞がれることで、カバー１６内部からの騒音を低減する
ことが可能となる。また、弾性部材６５の側縁が弾撥的に床面Ｆに当接しているため、運
転時の振動によって異音が発生することもない。
【００５５】
　弾性部材６５の他方の側縁６５２は、底カバー１６１の内側へ撓むように形成されてい
る。弾性部材６５の他方の側縁６５２が底カバー１６１の内部に隠れるようになるため、
外観品質を向上させることが可能となる。
【００５６】
　また、弾性部材６５の他方の側縁６５２は、底カバー１６１の内側へ撓むように予めそ
の方へ湾曲していてもよい。また、撓み易いように、他方の側縁６５２の板厚は、一方の
側縁６５１を含む他の部分のそれより薄くなっていてもよい。
【００５７】
［第２の実施形態］
　次に、第２の実施形態に係る閉塞部材５０による防音構造について図８を参照して説明
する。図８は、Ｘ線ＣＴ装置を模式的に示した正面図である。
【００５８】
　第２の実施形態において、第１の実施形態と同じ構成について説明を省略し、異なる構
成について主に説明する。
【００５９】
　第１の実施形態において、貫通孔１４１を塞ぐ閉塞部材５０について説明したが、第２
の実施形態では、凹部１４を塞ぐ閉塞部材５０について説明する。
【００６０】
　図８に示すように、凹部１４には、円筒部１２３の周方向で隣接する機器の間の隙間（
放熱器２６と電源２７との間の隙間、電源２７とバランサ２８との間の隙間、及び、Ｘ線
検出器１８とバランサ２８との間の隙間）が含まれている。
【００６１】
　閉塞部材５０は、両脚部５１及び本体５５を有している。閉塞部材５０には、防錆処理
が施された厚さ０．８ｍｍの鉄製の平板が用いられている。両脚部５１は、隣接する機器
において対向する壁部にそれぞれ固定されている。本体５５は、体軸１２１側から隙間を
覆うように形成されている。本体５５で隙間を覆うことにより、環状回転体１２の回転時
に機器間の隙間で生じる風切り音を低減することが可能となる。
【００６２】
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［第３の実施形態］
　次に、第３の実施形態に係る閉塞部材５０による防音構造について図９を参照して説明
する。第３の実施形態においては、第１の実施形態と同じ構成について説明を省略し、異
なる構成について主に説明する。
【００６３】
　図９は、環状回転体１２の部分断面図である。図９に示すように、環状回転体１２には
凹部１４が設けられている。凹部１４を覆うように閉塞部材５０が配置されている。
【００６４】
　閉塞部材５０は凹部１４に嵌め込まれように配置されている。閉塞部材５０が凹部１４
に嵌め込まれることにより、環状回転体１２の回転時に凹部１４で生じる風切り音を低減
することが可能となる。
　閉塞部材５０にはゴム製のキャップが用いられる。閉塞部材５０の外周部５６は周方向
に沿って溝５６１を有している。凹部１４の内周部１４３は、周方向に沿って凸条部１４
４を有している。凹部１４の凸条部１４４が閉塞部材５０の溝５６１に嵌ることにより、
閉塞部材５０の外周部５６が凹部１４の内周部１４３に装着される。
【００６５】
［第４の実施形態］
　次に、第４の実施形態に係る閉塞部材５０による防音構造について図１０を参照して説
明する。第４の実施形態においても、第１の実施形態と同じ構成について説明を省略し、
異なる構成について主に説明する。
【００６６】
　図１０は、環状回転体１２の部分断面図である。図１０に示すように、凹部１４に充填
するように閉塞部材５０が配置されている。凹部１４の内周部には周方向に沿って凸条部
１４４が設けられている。充填された閉塞部材５０が凸条部１４４に噛み込むことにより
、環状回転体１２の回転時等において閉塞部材５０が凹部１４から外れるのを阻止するこ
とが可能となる。
【００６７】
　凹部１４に充填される材料は、ゴム充填剤、シリコン充填剤、エポキシ充填剤、及び、
発泡充填剤のいずれか一つ、または、二以上を組み合わせたものが含まれる。軽量化のた
めには、発泡充填剤を用いることが好ましい。
【００６８】
［第５の実施形態］
　次に、第５の実施形態に係る閉塞部材５０による防音構造について図１１及び図１２を
参照して説明する。第５の実施形態においても、第１の実施形態と同じ構成について説明
を省略し、異なる構成について主に説明する。
【００６９】
　図１１及び図１２は、架台１１を模式的に示す図である。図１１ではルーバー５０ａに
より凹部１４である連通口１１２が閉じられた状態を示し、図１２ではルーバー５０ａに
より連通口１１２が開かれた状態を示している。
【００７０】
　ルーバー５０ａは、連通口１１２に沿って略等間隔で配置された複数枚の閉塞部材５０
を有している。図示省略した駆動部（例えばソレノイド）により、閉じられた状態（図１
１に示す状態）と開かれた状態（図１２に示す状態）とに駆動される。ルーバー５０ａに
より連通口１１２が閉じられることにより、環状回転体１２の回転時に連通口１１２で生
じる風切り音が低減される。
【００７１】
　なお、上記各実施形態においては、カバー１６の内面に吸音部材が装着されていてもよ
い。吸音部材の例としては、ロックウールやグラスウールなどの多孔質材料を高密度の板
状に形成されたものが用いられる。多孔質材料の一例として、ポリエチレン、ビニルフィ
ルムなどの薄膜が用いられることが好ましい。
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【００７２】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、書き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるととともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれ
る。
【符号の説明】
【００７３】
Ｐ　被検者
Ｓ１　Ｘ線透過口
Ｓ２　間隙
１０　Ｘ線ＣＴ装置
１１　架台
１１１　ファン設置部
１１２　連通口
１２　環状回転体
１２１　体軸
１２２　通気口
１２３　円筒部
１２４　正面壁
１２５　背面壁
１４　凹部
１４１　軽量化用の貫通孔
１４２　周縁部
１４３　内周部
１４４　凸条部
１５　開口部
１６　カバー
１６１　底カバー
１６２　前カバー
１６２ａ　筒口前部
１６３　後カバー
１６３ａ　筒口後部
１６３ｂ　排気口
１６４　天井カバー
１６５　側面カバー
１７　Ｘ線管球
１８　Ｘ線検出器
１９　データ収集部（ＤＡＳ）
２０　データ伝送部
２１　コンソール
２２　スリップリング
２３　固定部
２４　Ｘ線制御部
２５　架台制御部
２６　放熱器
２７　電源
２８　バランサ
３１　前処理部
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３２　バスライン
３３　システム制御部
３４　入力部
３５　データ記憶部
３６　再構成処理部
３７　データ処理部
３８　表示部
３９　高電圧発生部
４０　冷却手段
４１　ファン
４５　ダクト
５０　閉塞部材
５０ａ　ルーバー
５１　脚部
５２　頂部
５３　リベット
５４　頭部
５５　本体
５６　外周部
５６１　溝
６１　防音部材
６５　弾性部材
７０　寝台
７１　天板

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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